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私
た
ち
は
、
後
述
す
る
関
係

者
の
協
力
を
得
て
、『
セ
ベ
ラ
ン

プ
ラ
イ
市
の
歴
史
・
自
然
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
─「
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
」

新
興
国
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
─
』

連
携
事
業
を
２
０
１
５
年
12
月

か
ら
２
０
１
８
年
12
月
ま
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
草
の
根
技
術
協

力
事
業
」
と
し
て
行
っ
た
。
本

稿
で
は
そ
の
成
果
を
異
文
化
交

流
の
記
録
と
合
わ
せ
て
報
告
す

る
。

１
．
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
横
浜
の

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
や
技

術
を
マ
レ
ー
シ
ア
・
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ

イ
市
に
応
用
可
能
な
形
で
移
転

す
る
も
の
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
、

付
属
設
備
等
の
制
作
支
援
と
職

員
の
専
門
的
研
修
で
あ
っ
た
。

　

横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
は
、
１

９
６
０
年
代
か
ら
の
都
市
づ
く

り
構
想
（
６
大
事
業
）
に
端
を

発
す
る
「
魅
力
と
個
性
あ
る
」

横
浜
ら
し
い
都
市
を
つ
く
る
活

動
で
あ
る
。
車
や
経
済
が
優
先

さ
れ
る
都
市
が
主
流
の
当
時
、

「
人
が
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
提
唱
、
歩
行
者
を
優
先
し
、

歴
史
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
な
ど
、
日
本
の
み

な
ら
ず
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
評

価
も
高
い
。
今
に
続
く
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
協
働

し
て
い
る
民
間
の
コ
ン
サ
ル
や
大

学
と
いっ
た
官
民
学
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
家
に
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
デ
ザ
イ

ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
横
浜
市
大

と
横
浜
の
民
間
コ
ン
サ
ル
に
も
加

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
官
民
学
の

体
制
を
整
え
、
併
せ
て
セ
ベ
ラ
ン

プ
ラ
イ
市
に
も
地
元
の
マ
レ
ー
シ

ア
国
立
科
学
大
学
と
の
協
力
関

係
を
構
築
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
う

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
体
と
し

て
、
両
市
、
両
大
学
、
後
述
す

る
両
市
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
た

「
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
ま
ち
づ

く
り
友
好
委
員
会
」（
以
下
「
友

好
委
員
会
」）
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
通

称
「
４
＋
１
＋
１
」
と
言
わ
れ
る

チ
ー
ム
が
出
来
上
が
っ
た
。

▽　

マ
レ
ー
シ
ア
は
約
33
万
㎢

（
日
本
の
約
０
・
９
倍
）、
人
口

約
３
２
０
０
万
人
。
マ
レ
ー
系

69
％
、
中
国
系
23
％
、
イ
ン
ド

系
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
国
教
は

イ
ス
ラ
ム
教
で
あ
る
。
対
象
地
で

あ
る
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
は
タ
イ

と
の
国
境
に
ほ
ど
近
い
ペ
ナ
ン
州

に
属
す
る
市
で
人
口
約
86
万
人
。

ア
ジ
ア
屈
指
の
リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る

ペ
ナ
ン
島
（
ペ
ナ
ン
市
）
の
対
岸

に
立
地
し
、
経
済
や
政
治
、
観

光
の
中
心
で
あ
る
ペ
ナ
ン
島
の
ベッ

ド
タ
ウ
ン
的
な
位
置
の
市
で
あ

る
。
マ
レ
ー
系
42
％
、
中
国
系

41
％
、
イ
ン
ド
系
７
％
と
、
貿

易
港
で
あ
っ
た
ペ
ナ
ン
の
影
響
で

中
国
系
の
占
め
る
割
合
が
高
い

の
も
特
徴
で
あ
る
。

　

な
お
、
実
は
１
９
８
０
年
代
、

技
術
職
員
交
流
で
横
浜
市
の
都

市
デ
ザ
イ
ン
や
道
路
・
交
通
、

廃
棄
物
処
理
の
職
員
が
今
回
の

対
象
地
で
あ
る
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ

市
と
同
じ
ペ
ナ
ン
州
の
ペ
ナ
ン
市

に
派
遣
さ
れ
て
様
々
な
ま
ち
づ

く
り
提
案
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
こ
の
技
術
交
流
の
参
加
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
が
、

今
回
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
た
友

好
委
員
会
で
あ
る
。
都
市
デ
ザ

イ
ン
分
野
で
は
、
ペ
ナ
ン
市
の
中

心
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
（
調

査
季
報
95
号
参
照
）、
歩
行
者

空
間
の
整
備
な
ど
を
実
現
し
て

い
る
。
そ
の
後
ペ
ナ
ン
市
は
歴
史

的
建
造
物
の
街
並
み
保
存
へ
と

舵
を
切
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
は

２
０
０
８
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
き
っ
か
け

は
、
80
年
代
の
交
流
時
は
ペ
ナ
ン

市
の
都
市
計
画
職
員
で
あ
っ
た
、

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
の
マ
イ
ム
ナ
ー
市

長
（
当
時
）
の
「
横
浜
か
ら
得

た
経
験
を
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
職

員
に
も
学
ん
で
欲
し
い
」
と
い
う

強
い
要
望
で
あ
っ
た
。
同
時
期
、

横
浜
市
に
は
国
際
局
が
誕
生

し
、
２
０
１
５
年
10
月
、
先
述

の
４
＋
１
＋
１
の
計
６
者
で
覚
書

を
締
結
し
た
。
既
に
発
展
途
上

国
で
は
な
い
マ
レ
ー
シ
ア
だ
が
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
後
の
新
興
国
に

魅
力
を
付
加
す
る
都
市
デ
ザ
イ

ン
に
は
可
能
性
が
あ
る
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
か
ら
認
め
ら
れ
、
約
５
４
０
０

万
円
の
事
業
費
が
つ
い
た
の
で
あ

る
。

横浜の都市デザイン・マレーシアへの
技術移転の記録

　
　桂　有生

都市整備局都市デザイン室
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２
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始

　

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
に
、
都
市

計
画
が
専
門
の
フ
ァ
ラ
・
デ
ィ
ラ

さ
ん
を
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各

種
専
門
性
を
持
つ
市
職
員
に
よ
っ

て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
が
結
成

さ
れ
た
。
横
浜
か
ら
は
横
浜
市

国
際
局
国
際
連
携
課
と
都
市
デ

ザ
イ
ン
室
、
横
浜
市
大
か
ら
鈴

木
伸
治
教
授
、
中
西
正
彦
准
教

授
、
藤
岡
麻
理
子
助
教
、
民
間

コ
ン
サ
ル
は
山
手
総
合
計
画
研

究
所
／
片
岡
公
一さ
ん
、
角
野
デ

ザ
イ
ン
ノ
ー
ド
／
角
野
渉
さ
ん

が
、
友
好
委
員
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
か
ら
元
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
・

市
大
特
任
教
授
の
国
吉
直
行
さ

ん
、
元
道
路
局
・
交
通
専
門
家

の
親
松
俊
彦
さ
ん
、
元
ペ
ナ
ン
市

職
員
で
現
在
は
民
間
都
市
コ
ン

サ
ル
の
リ
ム
・
フ
ィ
シ
ャ
ン
さ
ん
と

い
う
陣
容
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始

ま
っ
た
。

　

対
象
地
と
な
っ
た
の
は
ブ
キ
マ

タ
ジ
ャ
ン
地
区
（
Ｂ
Ｍ
地
区
）。

中
国
語
表
記
「
大
山
脚
」
の
ま

ま
に
マ
タ
ジ
ャ
ン
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
、
古
く
か
ら
中
華
系
の
人

た
ち
が
商
売
を
し
て
き
た
交
通

の
要
衝
で
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
と
い

う
歴
史
的
な
民
家
兼
店
舗
が
多

く
残
さ
れ
た
旧
市
街
地
だ
。
周

辺
地
域
全
体
の
中
心
と
な
る
寺

院
や
生
鮮
市
場
も
あ
り
、
そ
の

市
場
２
階
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
も

最
初
期
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
る
な
ど
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
の

店
舗
群
と
合
わ
せ
て
以
前
は
何

で
も
揃
う
買
い
物
の
街
と
し
て

栄
え
て
い
た
そ
う
だ
。
し
か
し

近
年
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

火
事
で
焼
失
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド

型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
あ
お
り

を
受
け
て
、
個
人
商
店
か
ら
客

足
が
遠
の
い
た
。
追
い
打
ち
を
か

け
た
の
が
鉄
道
駅
の
移
転
で
、元・

駅
前
通
り
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
化

し
て
い
た
。
寺
院
や
市
場
に
は

ま
だ
活
力
を
感
じ
る
も
の
の
、

旧
市
街
地
の
狭
い
道
路
に
流
入

す
る
物
流
の
ト
ラ
ッ
ク
や
買
い
物

客
の
路
上
駐
車
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
の
Ｂ

Ｍ
地
区
に
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ

イ
ン
を
応
用
す
る
こ
と
で
街
の

再
活
性
化
を
描
く
こ
と
が
我
々

に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
っ
た
。

３
．�

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と

の
議
論

　

取
組
を
始
め
て
ま
ず
驚
い
た

の
は
、
地
域
の
交
通
量
や
人
口

と
いっ
た
基
礎
デ
ー
タ
が
全
く
な

い
こ
と
で
、
そ
の
予
定
外
の
調
査

に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
調
査
で
は
地
元
の

方
々
と
の
ま
ち
歩
き
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
の
だ
が
、タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
当
初
、

地
域
に
入
っ
て
い
く
こ
と
に
消
極

的
で
あ
っ
た
。
横
浜
チ
ー
ム
が
現

地
に
い
ら
れ
る
時
間
は
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー

ム
に
調
査
や
作
業
を
進
め
て
も

ら
お
う
と
試
み
た
も
の
の
、
メ
ー

ル
、skype

な
ど
、
各
種
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
も
う
ま
く
進
捗
管
理

で
き
ず
、
作
業
は
し
ば
し
ば
停

滞
し
た
。
訪
問
時
、
打
合
せ
に

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、
何
事
に
も
の
ん
び
り
と

し
て
お
お
ら
か
な
「
マ
レ
ー
シ
ア

ン
タ
イ
ム
」
に
は
最
後
ま
で
悩
ま

さ
れ
た
。

　

背
景
と
し
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

は
イ
ギ
リ
ス
支
配
下
に
あ
っ
た
歴

史
を
背
景
に
多
民
族
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
経
済
的
に
は
華
僑

が
圧
倒
的
に
強
い
。
そ
の
た
め
マ

レ
ー
人
優
遇
政
策
＝
ブ
ミ
プ
ト

ラ
が
敷
か
れ
、
国
立
大
学
入
学

や
公
務
員
も
マ
レ
ー
人
が
優
先

さ
れ
て
い
る
（
実
際
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
チ
ー
ム
は
全
員
マ
レ
ー
系
）。

ま
た
宗
教
の
違
い
も
大
き
く
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
が
Ｂ
Ｍ
地

区
に
（
入
ら
な
い
の
で
は
な
く
）

入
り
に
く
い
の
は
、
豚
を
扱
う

市
場
や
食
品
工
場
な
ど
が
あ
る

こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
っ

た
。

　

Ｂ
Ｍ
地
区
の
特
性
を
探
り
、

将
来
ど
の
よ
う
な
街
に
し
て
い
く

か
を
方
向
付
け
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ

イ
ン
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て

は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
度
も
行
っ

た
。
た
だ
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く

る
よ
う
な
抽
象
的
な
議
論
は
時

に
空
回
り
し
た
。
彼
ら
は
横
浜

の
話
を
聞
い
て
、
Ｂ
Ｍ
地
区
を
歩

き
や
す
い
街
（w

alkable

）
に

し
た
い
と
言
う
。
し
か
し
実
際

は
、
暑
さ
の
た
め
マ
レ
ー
シ
ア
人

が
街
を
歩
く
こ
と
は
滅
多
に
な

い
。
で
あ
る
な
ら
、
例
え
ば
市

場
の
賑
わ
い
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
べ

き
だ
と
提
案
す
る
と
、
そ
の
場

で
は
一
応
了
承
さ
れ
る
の
だ
が
、

彼
ら
の
資
料
か
らw

alkable

が

無
く
な
る
こ
と
は
な
い
。つ
ま
り
、

議
論
を
し
て
い
て
も
彼
ら
は
相

手
に
異
議
は
挟
ま
ず
、
相
互
に

矛
盾
し
て
い
て
も
物
事
に
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
を
つ
け
て
選
択
す
る
こ
と

も
な
い
。
こ
れ
も
多
民
族
間
で

衝
突
な
く
や
っ
て
い
く
知
恵
な
の

だ
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
議
論
は

深
ま
ら
な
い
し
、
こ
ち
ら
の
提
案

を
押
し
付
け
る
訳
に
も
い
か
ず
、

大
変
苦
労
し
た
。
何
と
か
み
ん

な
で
到
達
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
は

「B
M

 M
y H

om
etow

n : 
Livable tow

n based on the 
local identity

」。
市
場
、寺
院
、

シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
と
い
っ
た
地
域
の

資
源
を
活
用
し
て
、
ま
ず
は
地

域
の
生
活
、
居
住
環
境
か
ら
再

生
し
よ
う
と
い
う
意
味
だ
。
こ

れ
ら
地
域
の
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
終

的
に
は
彼
ら
の
提
案
で
あ
る

BM地区の風景。
奥に見える山がブキマタジャン（マタジャン山）

アーバンデザインプランの概要
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w
alkable

に
つ
い
て
も
全
体
計
画

に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

４
．一
難
去
っ
て
ま
た一
難�

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
議

論
を
し
て
い
る
最
中
、
実
は
庁

内
の
別
チ
ー
ム
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

地
区
外
に
移
転
す
る
検
討
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
交

通
問
題
と
市
場
の
安
全
性
が
主

な
理
由
で
、
ま
ず
は
ス
ー
パ
ー
の

あ
っ
た
２
階
部
分
を
早
急
に
取

り
壊
す
と
い
う
。
２
階
部
分
は

火
事
で
閉
鎖
さ
れ
て
は
い
た
が
、

位
置
的
に
も
、
機
能
的
、
心
象

的
に
も
街
の
中
心
で
あ
る
市
場

が
、
も
し
地
区
外
に
移
転
し
て

し
ま
え
ば
、
わ
ず
か
に
残
る
個

人
商
店
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
。
２
階
を
保
全
す
れ

ば
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

む
場
所
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

と
し
て
使
え
る
と
い
う
提
案
を
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と
一
緒
に
ま

と
め
、
緊
急
で
マ
イ
ム
ナ
ー
市
長

に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。
当
初
、
州
と
の
関
係
も
あ
っ

て
難
し
い
と
い
う
の
が
市
長
の
意

見
で
は
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
市

場
の
２
階
は
修
復
、
１
階
の
市

場
機
能
も
存
続
し
、
地
区
内
の

周
縁
部
に
別
棟
を
増
築
す
る
こ

と
で
機
能
更
新
と
交
通
負
荷
の

軽
減
を
図
る
案
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
活
用
事
例

も
あ
る
こ
と
か
ら
、タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
チ
ー
ム
も
当
初
よ
り
そ
の
価
値

を
認
め
て
い
て
、
地
区
内
の
全
数

調
査
を
行
っ
た
。
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス

が
連
な
っ
て
保
全
さ
れ
る
こ
と

は
、
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
に
付
随
す
る

公
共
歩
廊
＝
5 foot w

ay

に
よ

る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
と
っ

て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

先
述
の
よ
う
に
デ
ー
タ
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
の
経
験
が
な
か
っ
た

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
で
あ
る

が
、親
松
さ
ん
の
指
導
で
交
通
量・

駐
車
実
態
調
査
を
行
い
、
国
立

科
学
大
学
が
分
析
を
担
っ
た
。

結
果
的
に
計
画
時
に
分
析
は
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
定

量
的
な
指
標
に
基
づ
い
た
施
策
、

評
価
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　

少
し
ず
つ
状
況
が
好
転
し
て

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
２
年
目
が

終
わ
る
頃
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強

力
な
旗
振
り
役
で
あ
っ
た
マ
イ
ム

ナ
ー
市
長
が
ペ
ナ
ン
市
長
に
任
命

さ
れ
（
市
長
は
州
知
事
の
任
命
）

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
を
去
る
こ
と

と
な
っ
た
。
横
浜
チ
ー
ム
と
も
地

元
の
中
華
系
住
民
と
も
つ
な
が

り
の
強
い
マ
イ
ム
ナ
ー
市
長
の
交

代
は
、市
の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
タ
ー

を
失
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
マ
イ
ム
ナ
ー
さ
ん
は
さ
ら
に

そ
の
直
後
、
Ｕ
Ｎ
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の

事
務
局
長
に
就
任
す
る
こ
と
と

な
る
。

５
．�コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
／Rakan�BM

の
登
場

　

横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

長
年
、
地
域
住
民
と
の
ま
ち
づ

く
り
（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
）
に
取
り
組
ん
で
き
た
た

め
、
当
初
か
ら
積
極
的
に
地
元

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た

が
、
官
の
強
い
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

地
域
と
一
緒
に
進
め
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
は
ほ
と
ん
ど
経
験
が
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
市
も
別
地
区
に
お
い
て
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
は
い
た
が
、
壁
画
を
一
緒

に
描
く
と
いっ
た
取
組
で
、
地
域

の
主
体
性
を
育
て
る
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
で
は
な
か
っ
た
。
都
市
デ
ザ

イ
ン
に
お
け
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
や
進
め

方
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
に

関
わ
る
部
分
で
も
あ
る
た
め
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
と
の
意
識

合
わ
せ
に
多
く
の
時
間
を
費
や

し
た
。

　
一
方
、
地
元
を
巻
き
込
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
、
例
え
ば
Ｂ
Ｍ
地
区
の
歴

史
を
再
発
見
す
る
ヘ
リ
テ
イ
ジ

ウ
ォ
ー
ク
や
、
地
域
と
の
話
合
い

の
場
で
あ
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
路
地
の一
部
を
憩
い
の
ス
ペ
ー

ス
に
変
え
る
社
会
実
験
は
、
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
が
自
発
的
に
、

し
か
も
短
期
間
で
大
規
模
に
実

現
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
実

践
の
重
要
性
を
私
た
ち
に
思
い

出
さ
せ
た
。
日
本
的
な
理
論
構

築
は
日
本
の
複
雑
な
管
理
社
会

を
突
破
す
る
た
め
で
、
必
ず
し

も
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
必
要
な
い
の

だ
。
私
た
ち
も
彼
ら
の
“
や
っ

ち
ゃ
え
精
神
”
を
取
り
入
れ
つ

つ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
徐
々
に

日
本
の
や
り
方
も
伝
え
る
よ
う

に
し
て
いっ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
市
場
の
２
階
を

地
域
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
地
区
の
祭
礼
を
取

り
ま
と
め
る
中
華
系
団
体
が
ま

ち
づ
く
り
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「Rakan 

BM

（BM

フ
レ
ン
ズ
の
意
）」
を

結
成
し
て
く
れ
た
。
当
初
、
市

場
の
改
修
は
最
小
限
に
し
て
ま

ず
は
使
っ
て
み
る
と
い
う
の
が
横

浜
チ
ー
ム
か
ら
の
提
案
だ
っ
た
が
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
結
成
は
あ
り
が
た
か
っ
た
。

街
か
ら
直
接
こ
の
市
場
の
２
階
ス

ペ
ー
ス
に
上
が
る
大
階
段
に
、
彼

ら
と一
緒
に
な
っ
て
地
元
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
ア
ー
ト
を
設
置
し

た
。
外
か
ら
よ
く
見
え
る
こ
の

大
階
段
は
単
な
る
Ｐ
Ｒ
に
留
ま

ら
ず
、
彼
ら
の
活
動
の
シ
ン
ボ
ル

に
も
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最

終
盤
、Rakan BM

メ
ン
バ
ー
と

話
す
中
で
、
中
華
系
住
民
の
大

部
分
が
現
在
は
Ｂ
Ｍ
地
区
外
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

こ
こ
に
来
て
コ
ン
セ
プ
ト
を

「Re:Livable tow
n

＝
も
う
一
度

住
め
る
街
に
」
に
変
更
し
た
。

最
後
の
最
後
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
根
幹
に
関
わ
る
情
報
が
出
て

来
る
こ
と
に
改
め
て
驚
い
た
が
、

良
い
悪
い
で
は
な
く
、
我
々
は
違

う
の
だ
。
国
際
貢
献
で
は
こ
の

マーケットの建物と階段アート
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違
い
を
認
識
し
て
乗
り
越
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識

す
る
出
来
事
に
な
っ
た
。

６
．
成
果
と
今
後
の
可
能
性�

　

成
果
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
ま

ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
今
回
一
番

重
要
で
あ
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
最

終
的
にD

RA
FT

（
案
）
と
い

う
形
で
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
に

引
き
渡
し
を
行
っ
た
。
今
回
作

成
し
た
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ

ン
は
、
ま
だ
よ
そ
者
（
横
浜
チ
ー

ム
）
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
だ
。
今
後
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

チ
ー
ム
がRakan BM

や
他
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
と
の
議
論
を
深
め
、

自
分
た
ち
の
正
式
な
プ
ラ
ン
と

す
る
こ
と
を
宿
題
と
し
て
い
る

（
実
際
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
多
く

の
都
市
計
画
はD

RA
FT

の
ま

ま
正
式
に
運
用
さ
れ
て
い
る

が
）。
内
容
に
つ
い
て
は
、
風
水

上
も
重
要
な
マ
タ
ジ
ャ
ン
山
へ
の

見
通
し
の
確
保
、
歴
史
的
建
造

物
で
あ
る
シ
ョッ
プ
ハ
ウ
ス
の
保
全

や
活
用
の
方
針
、
市
場
の
保
全

と
新
築
棟
の
あ
り
方
、
寺
院
や

市
場
、
水
路
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す

る
歩
行
者
空
間
、
今
後
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
、
広
範
囲
か
つ
具
体

的
に
記
述
し
た
の
で
、
十
分
に

活
用
で
き
る
内
容
と
な
って
い
る
。

　

付
属
設
備
等
の
制
作
支
援

は
、
前
述
の
市
場
２
階
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
整
備
と
階
段

ア
ー
ト
、
歩
行
者
の
た
め
の
道
づ

く
り
（
シ
ェ
ー
ド
な
ど
）、
地
区

の
歴
史
を
伝
え
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
と
歴
史
的
建
造
物

を
示
す
ヘ
リ
テ
イ
ジ
プ
レ
ー
ト
を

設
置
し
、
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
品
は
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
具
体
的

な
形
と
な
っ
て
見
え
る
も
の
で
、

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
の
理
解

に
も
役
立
つ
と
地
域
や
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
に
と
て
も
喜
ば

れ
た
。

　

職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
Ｏ

Ｊ
Ｔ
に
加
え
、
丸
１
か
月
、
延
べ

９
人
を
受
け
入
れ
た
横
浜
で
の

職
員
研
修
が
効
果
を
発
揮
し

た
。
３
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は

こ
の
研
修
が
一
番
成
果
の
見
え
に

く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
過
程
に
お
い
て
意
思
疎
通

を
徐
々
に
円
滑
に
し
、
最
後
は
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
と

つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
は
様
々
な
主

体
と
取
り
組
む
こ
と
で
成
果
を

生
む
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

手
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
何
と
いっ
て
も
当
初
の

予
定
に
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
区
内
に
市
場
の
機
能
と

建
物
を
存
続
で
き
た
こ
と
が
実

際
に
は
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。

こ
ち
ら
は
実
践
し
な
が
ら
想
定

も
し
て
い
な
い
成
果
に
到
達
し
た

と
い
う
意
味
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
ン

ス
タ
イ
ル
」
で
も
あ
っ
た
。
今
も

Rakan BM

のFacebook

に
は

市
場
２
階
を
楽
し
そ
う
に
使
い

こ
な
し
て
い
る
様
子
が
ア
ッ
プ
さ

れ
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
新
市

長
で
あ
る
ロ
ザ
リ
市
長
か
ら
は
、

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
チ
ー
ム
を
ベ
ー
ス

に
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
の
よ
う
な

組
織
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
表
明

も
あ
り
、
今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
一
段
落
し
た
２

０
１
９
年
７
月
、
１
３
０
年
の
歴

史
を
持
ち
、
市
場
と
並
ん
で
街

の
中
心
で
あ
る
寺
院
、
玄
天
廟

が
燃
え
て
い
る
とFacebook

に

次
々
と
画
像
が
上
が
り
、
寺
院

は
外
観
の一
部
を
残
し
、
内
部
は

全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
が
、
現

地
か
ら
は
あ
る
種
前
向
き
な
雰

囲
気
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た

横
浜
の
知
見
が
必
要
と
な
る
こ

と
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
80
年
代

の
交
流
が
、
時
に
個
々
人
の
つ
な

が
り
に
よ
っ
て
続
い
て
き
た
よ
う

に
、
我
々
も
こ
の
先
の
Ｂ
Ｍ
地
区

に
関
わ
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思

う
。

［
執
筆
協
力
］

桑
田　

雄
飛
（
国
際
局
国
際
連

携
課
担
当
係
長
）

宮
坂　

修
義
（
国
際
局
国
際
連

携
課
担
当
係
長
）

小
田
嶋　

鉄
朗
（
環
境
創
造
局

動
物
園
課
担
当
課
長
／
元
都
市

デ
ザ
イ
ン
室
担
当
係
長
）

松
本　

尚
子
（
文
化
観
光
局
観

光
振
興
課
／
元
国
際
局
国
際
連

携
課
）

親
松　

俊
彦
（
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
ま
ち
づ
く
り
友
好
委
員
会
）

国
吉　

直
行
（
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
ま
ち
づ
く
り
友
好
委
員
会

／
横
浜
市
立
大
学
）

片
岡　

公
一
（
山
手
総
合
計
画

研
究
所
）

角
野　

渉
（
角
野
デ
ザ
イ
ン
ノ
ー

ド
）

藤
岡　

麻
理
子
（
横
浜
市
立
大

学
）

サイドレーンのシェード。
RAKAN�BMにより緑化された

RAKAN�BMによる
マーケット２階の活用の様子


